制作編　体験したゲームを 双六 に 描き直してみます。

○双六に拘らなくていいですか？

最初は ザワザワ－そして 制作開始 10分後

でてきた質問です。

何処に “限界” 感じたのかしら？

―――――――――――――各チームの作品概要―――――――――――――――――
○ストレート 双六 タイプ

· 概要：「ふりだし」は 東京 「あがり」 は ニューヨーク

道の途中で 様々都市に航路を開設しながら

ニューヨーク (あがり) 目指し 進みます。

· AZコメント：ゲームとしての 双六のツボ を 抑えた作品。

双六のポイントは スタート ゴール 道のり が 明確に表現できること。

そして ゲーム設計でも 現在の状態 達成すべき目標 目標達成への障害

が 明確になっているコト が 基本中の基本 だったりします…。

○モノポリー タイプ

· 概要：ボード上に自分の航路を開設－ライバル 止まれば ウハウハ

舞台は 世界地図を模したボード

ゲーム初期 プレーヤは 航路を開設(買収)します。

航路 に 持ち主以外の プレーヤが 止まると…

止まったプレーヤは 持ち主 に 航空運賃 を 支払います。

　→持ち主には 航空運賃 が 入ります。

このようにして

プレーヤは ボード上の 航路を 買いながら 世界の航空王を目指します。

· AZコメント：航路＝資産の運用 と 見極めた慧眼？

アイディアを 既存のゲームのフレーム乗せる ことは
ゲームつくりを 上達させます。

何故？－ゲームの 面白さの核 を 理解しないと 上手くできないから。

この場合は 『エアマネ』の 航路 を 資産の運用
－と 捉えた トコロ が ポイントね。

○枝分かれ リスク マネジメント タイプ

· 概要：選べる3タイプの航路 (リスク＝事業？)

プレーヤは リスクの異なる3タイプの航路設定 を 選択できます。

○大当たり が ある反面 大はずれ もある 航路 (ハイリスク・ハイリターン)

○小さいが 当たり と はずれ が ある 航路 (ローリスク・ローリターン)

○確実に 一定額は 入る 航路 (ゼロリスク)

－航路を選んだら ルーレットを 回します。

ルーレットの目に応じて プレーヤの収入が 決まります。

※  航路には 予めルーレットの目に応じた 収入が記されています。

(例) 航路 1,2,3：大はずれ －100万ドル損失

　　　　　　4,5,6：大当たり－100万ドル獲得

－と いった 感じです…。

· AZコメント：航空会社の経営＝リスクの選択 と3本の矢 の Witness

異なるリスク を 分かりやすく表現したこと

航路 を 矢 で表現したこと

2重の意味で シャープな アイディアでした。

また 『エアマネ』本作 では 何回か やり込む と 見えてくる 世界を

スパッ と 表現 したトコロも ナイス！

○陣取りゲーム タイプ

· 概要：航路を広げて 世界の空を制覇しよう

世界地図を模したボードには 幾つもの 都市が 点在 しています。

プレーヤは 都市と都市を結んで航路を開設します。

幾つか航路を設けてゆくと…

やがて ボード上には 幾つかの 航路群で 囲まれた陣地 が 形成されます。

少ない航路で より 多くの都市を カバー(陣地化) するには…？

★ボード上での航路開設を 実際に ピンと輪ゴム で 縄張り する
－なんて アイディアも…。

· AZコメント：航路→ネットワーク→陣地 の 発想の転換

点から 線 そして 面…と ダイナミックな発想の転換でした。

また 上手くやると 航路の視覚化 に 新たな一石 と なるかも知れません。

また ピンと輪ゴム は 解散後も 話題になっていました。

全体を通じて…

各チーム それぞれに 個性 が 発揮されていました。

キャリゲーも 相当な ハイレベル？

もちろん 実際に制作を始めれば

辻褄の合わないこと ルールが難解になること バランス取り…

など 多くの壁 と 対峙 しなければ ならなく なるでしょう。

でも－。

ゲームの命は 個性。

できること できそうなこと －から 発想すると

できあがる作品は 堅実 ではなくて つまらない もの に なりがち。

まず 描きたいこと が 先にこなければ いけないように 思うのです。

この意味で 今回の皆さんの作品 (アイディア) は 素晴らしいデキ でした。

「はなまる」 を あげましょう。

「できる」 「できない」 もちろん アリマス。

でも もし それが ゲームの面白さのために必要 ならば

1週間 徹夜してでも 「やる」 です。

ただ その理由が あいまい ならば 1時間の作業 も 苦痛 になるのです。

さぁ 第２作に向けて がんばろう！
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